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　来年、平成二十一年（2009年）は、徳川家康の十一男、頼房公が、常陸水戸二十五万石に封じられた慶長
十四年（1609年）から数えて、四百年目にあたります。水戸藩が誕生してから四百年になります。

　水戸藩に興った幕政改革をめざした学問・教育の思
想は、開国を迫り押し寄せて来る列強の脅威に対して、
幕末の諸藩を「尊王攘夷」の旗印の下に糾合させるバ
ックボーンとなりました。元水戸藩の浪士らによる「桜
田門外ノ変」は、幕権の回復をめざして断行された安
政の大獄に起因するものです。この事変によって日本
に大きな転機がもたらされ、尊攘の志士たちが列強と
の戦端を開き、さらには明治維新へと突き進んでいく
ための先駆けになりました。郷土の美しい風景を織り
込みながら、水戸藩が最も熱く燃えた日々――安政五
年（1858年）の「安政の大獄」から安政七年（1860年）
の「桜田門外ノ変」に至る二年間を中心とする日本と
世界に向けた茨城発の『桜田門外ノ変』の映画化をめ
ざします。

水戸藩四百年を記念して『桜田門外ノ変』の映画化が進められています。この映画化と
それを支援する様々な活動を盛り上げるために、多くの人に親しまれ愛されるロゴマー
クを募集します。


